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　古来、稲作漁撈文明では主に住民が水管理を行ってきたが、近代化とともに水管理が公共に移され、住民の

水意識が希薄になっている。このため「あまみず社会研究会（文献１）」では住民の水意識を取り戻すべ

く、多くのプロジェクトを進行させてきた。例えば、雨水タンクの設置や、あめにわの推進、水辺リング樋井

川による住民との交流イベントなどである。そこに生起した平成29年7月九州北部豪雨は、被災地域が近代化

後初めて迎える数百年に１度の豪雨であり（文献２）、多くの犠牲と混乱をもたらした。 

 

　本発表では、まず、AMeDASやXRAINレーダシステム等で観測されたデータをもとに、土砂災害の解析結果

を報告する。 

　（１）平野らの斜面要素集合モデル（文献3）をもとに過去の土砂災害発生履歴から、発生限界降雨と斜面

の到達時間を推定した。データが不明瞭であったため推定は困難であった。 

　（２）XRAINで観測されたCバンド及びXバンドレーダを用いた、到達時間（３時間を仮定）における流域最

大の累加雨量(180分累加雨量の最大値)から斜面の崩壊面積率を推定する方法を開発した（文献4）。発生限界

降雨量の平均と分散を最小自乗法により推定した。崩壊面積に土圧をかければ崩壊土砂量が推定され、立木密

度をかければ流木量を推定できる。 

 

　さらにIoT-DRR（Internet of Things for Disaster Risk Reduction）として、 

　（３）研究会が実施しているスマート雨水タンク（文献5）を紹介し、災害時に断水のために避難所に避難

する住民を減らそうと提案する。 

　（４）中小河川では河川水位がモニタリングされていないことから、これをIoTにより安価に実現するととも

に、精度よく河川水位を計算する方法（文献6,7,8）や冗長性の高いネットワーク、住民による管理を助けるた

めのシビックテックの提案を行う。 
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